
ＢＣＰの時こそテレワーク！ 
■貴社のＢＣＰの時の対策について教えてください。  

TRIPORTでは、役員含む全従業員が様々な ITツールを活用し、また業務プロセスの仕組化

を徹底することで、全営業日においてテレワーク勤務が可能な体制となっております。 

 

（例 1）社内外との連絡業務やデータ共有、またその他各基幹業務システムは、Saas型クラ

ウドサービスを活用しており、インターネット環境さえあれば、いつでも・どこでも運用で

きる仕組みにしています。 

（例 2）クラウド型契約締結システムの利用等により、徹底したペーパーレス化を実現する

ことで、重要書類等の毀損・滅失等のリスクを回避しています。 

（例 3）社内業務は勿論のこと、人材採用や顧客対応などの社外とのやり取りについても、

極限までチャットツールやテレビ会議システムを活用することで対面でのやり取りを削減

し、いつでも・どこでも社外業務も継続できる体制を構築しています。 

 

そのため災害等の非常時においても、会社に出社できないことにより事業が停止してしまう

リスクを回避し、事業継続性を高く保っています。 

なお災害等が発生した場合における安否確認は、全従業員が参加しているチャットルームに

て「安全・無事」「軽傷」「重傷」等の状況を各自が投稿し、マネージャーが確認するフロ

ーを構築しています。 

 

 

 （参考：台風災害発生時の安否確認） 
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■どんなＢＣＰの状況の時にテレワークを実施しますか？  

TRIPORT では BCP の状況に関係なく、多様な人材を含めた全従業員が「働きやすい」と感

じてもらえる環境（働き甲斐があり“いつでも・どこでも”働ける環境等）の構築を目指し

ており、結果的に生産性向上にも繋がる形で、全営業日にて全従業員がテレワーク勤務可能

な体制を整えております。 

 

■事前に周知などアナウンスしていますか？それとも自己判断で実施するのですか？  

原則自己判断となります。ただ一部のサテライトオフィスに出社している従業員や、顧客と

の対面打合せを実施している営業メンバーに対しては、自宅勤務とするよう呼びかけを実施

します。 

 

■どうしても会社へ行かねばならない場合はどのように対処していますか？  

前述の通り、弊社の働き方の原則が「テレワーク勤務」となっているため、「会社に行かな

ければ業務遂行ができない」という事案がそもそも発生しない体制となっております。 

 

■ＢＣＰ時のテレワークをしている様子、シーン、等画像をお寄せください。  

 

   

＜自宅でテレワーク勤務している様子＞     ＜WEB 会議を実施している様子＞ 


